
1 世界の姿 
右半分を隠して、(  )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  地
ち

球
きゅう

の陸
りく

地
ち

と海
うみ

の面
めん

積
せき

の割
わり

合
あい

はおよそ(  )対
たい

(  )で、 

地
ち

球
きゅう

は「(    )の惑
わく

星
せい

」とよばれる。 

まわりを海
うみ

で囲
かこ

まれた国
くに

を(    )、 

海
うみ

に面
めん

していない国
くに

を(    )という。 

地
ち

球
きゅう

の陸
りく

地
ち

と海
うみ

の面
めん

積
せき

の割
わり

合
あい

はおよそ( 3 )対
たい

( 7 )で、 

地
ち

球
きゅう

は「( 水
みず

 )の惑
わく

星
せい

」とよばれる。 

まわりを海
うみ

で囲
かこ

まれた国
くに

を( 島
しま

国
ぐに

 )、 

海
うみ

に面
めん

していない国
くに

を( 内
ない

陸
りく

国
こく

 )という。 

  

  

  

  世
せ

界
かい

には(    )つの大陸
たいりく

があり、面積
めんせき

が大
おお

きい順
じゅん

に、 

(    )大陸
たいりく

、(    )大陸
たいりく

、 

(    )大陸
たいりく

、(    )大陸
たいりく

、 

(    )大陸
たいりく

、(    )大陸
たいりく

がある。 

世
せ

界
かい

には( 六
むっ

 )つの大陸
たいりく

があり、面積
めんせき

が大
おお

きい順
じゅん

に、 

( ユーラシア )大陸
たいりく

、( アフリカ )大陸
たいりく

、 

( 北
きた

アメリカ )大陸
たいりく

、( 南
みなみ

アメリカ )大陸
たいりく

、 

( 南
なん

極
きょく

 )大陸
たいりく

、( オーストラリア )大陸
たいりく

がある。 

  

  

  

  世
せ

界
かい

には(    )つの大洋
たいよう

があり、 

面積
めんせき

が大
おお

きい順
じゅん

に、 

(    )洋
よう

、(    )洋
よう

、(    )洋
よう

がある。 

日
に

本
ほん

は、(    )洋
よう

にある島国
しまぐに

である。 

世
せ

界
かい

には( 三
みっ

 )つの大洋
たいよう

があり、 

面積
めんせき

が大
おお

きい順
じゅん

に、 

( 太平
たいへい

 )洋
よう

、( 大西
たいせい

 )洋
よう

、( インド )洋
よう

がある。 

日
に

本
ほん

は、( 太平
たいへい

 )洋
よう

にある島国
しまぐに

である。 

  

  

  

  世
せ

界
かい

は(    )つの州
しゅう

に分けられ、 

(    ) 州
しゅう

、(    ) 州
しゅう

、 

(    ) 州
しゅう

、(    ) 州
しゅう

、 

(    ) 州
しゅう

、(    ) 州
しゅう

がある。 

世
せ

界
かい

は( 六
むっ

 )つの州
しゅう

に分けられ、  

( アジア ) 州
しゅう

、( ヨーロッパ ) 州
しゅう

、 

( アフリカ ) 州
しゅう

、( 北
きた

アメリカ ) 州
しゅう

、 

( 南
みなみ

アメリカ ) 州
しゅう

、 ( オセアニア ) 州
しゅう

がある。 

  

  

  

  世
せ

界
かい

には(    )余
あま

りの国
くに

がある。 

面積
めんせき

が最
もっと

も大
おお

きい国
くに

は(    )である。 

面積
めんせき

が最
もっと

も小
ちい

さい国
くに

は(    )で、 

イタリアの首
しゅ

都
と

のローマ市
し

内
ない

にある。 

世
せ

界
かい

には( 190 )余
あま

りの国
くに

がある。 

面積
めんせき

が最
もっと

も大
おお

きい国
くに

は( ロシア )である。 

面積
めんせき

が最
もっと

も小
ちい

さい国
くに

は( バチカン市
し

国
こく

 )で、 

イタリアの首
しゅ

都
と

のローマ市
し

内
ない

にある。 

  

  

  

  緯度
い ど

は、(    )を 0度
ど

として、 

南北
なんぼく

をそれぞれ(    )度
ど

に分
わ

けたものである。 

北
きた

半
はん

球
きゅう

の緯
い

度
ど

は(    )で表
あらわ

し、 

南
みなみ

半
はん

球
きゅう

の緯
い

度
ど

は(    )で表
あらわ

す。 

緯度
い ど

は、( 赤道
せきどう

 )を 0度
ど

として、 

南北
なんぼく

をそれぞれ( 90 )度
ど

に分
わ

けたものである。 

北
きた

半
はん

球
きゅう

の緯
い

度
ど

は( 北
ほく

緯
い

 )で表
あらわ

し、 

南
みなみ

半
はん

球
きゅう

の緯
い

度
ど

は( 南
なん

緯
い

 )で表
あらわ

す。 

  

  

  

  経
けい

度
ど

は、イギリスの(    )を 0度
ど

として、 

東西
とうざい

をそれぞれ(    )度
ど

に分
わ

けたものである。 

0度
ど

より東
ひがし

側
がわ

は(    )で表
あらわ

し、 

0度
ど

より西側
にしがわ

は(    )で表
あらわ

す。 

経
けい

度
ど

は、イギリスの( ロンドン )を 0度
ど

として、 

東西
とうざい

をそれぞれ( 180 )度
ど

に分
わ

けたものである。 

0度
ど

より東
ひがし

側
がわ

は( 東経
とうけい

 )で表
あらわ

し、 

0度
ど

より西側
にしがわ

は( 西経
せいけい

 )で表
あらわ

す。 

  

  

  

  地
ち

軸
じく

が傾
かたむ

いているため、高
こう

緯
い

度
ど

の地
ち

域
いき

では、 

夏
なつ

に太陽
たいよう

が沈
しず

まない(    )という現
げん

象
しょう

が起
お

こる。 

気
き

温
おん

は、緯
い

度
ど

が低
ひく

い赤
せき

道
どう

付
ふ

近
きん

の地
ち

域
いき

では(    )く、 

緯度
い ど

が高
たか

い北極
ほっきょく

付近
ふ き ん

の地域
ち い き

では(    )くなる。 

地
ち

軸
じく

が傾
かたむ

いているため、高
こう

緯
い

度
ど

の地
ち

域
いき

では、 

夏
なつ

に太陽
たいよう

が沈
しず

まない( 白
びゃく

夜
や

 )という現
げん

象
しょう

が起
お

こる。 

気
き

温
おん

は、緯
い

度
ど

が低
ひく

い赤
せき

道
どう

付
ふ

近
きん

の地
ち

域
いき

では( 高
たか

 )く、 

緯度
い ど

が高
たか

い北極
ほっきょく

付近
ふ き ん

の地域
ち い き

では( 低
ひく

 )くなる。 

  

  

  

  (    ) 教
きょう

は世
せ

界
かい

で最
もっと

も信
しん

者
じゃ

が多
おお

く、 

ヨーロッパ、南北
なんぼく

アメリカ、オセアニアに広
ひろ

まる。 

信者
しんじゃ

は(    )曜
よう

日
び

に教
きょう

会
かい

に行
い

き、 

12月
がつ

25日
にち

には(    )を祝
いわ

う。 

( キリスト ) 教
きょう

は世
せ

界
かい

で最
もっと

も信
しん

者
じゃ

が多
おお

く、 

ヨーロッパ、南北
なんぼく

アメリカ、オセアニアに広
ひろ

まる。 

信者
しんじゃ

は( 日
にち

 )曜
よう

日
び

に教
きょう

会
かい

に行
い

き、 

12月
がつ

25日
にち

には( クリスマス )を祝
いわ

う。 

  

  

  

  (    ) 教
きょう

は世
せ

界
かい

で 2番
ばん

目
め

に信者
しんじゃ

が多
おお

く、 

西
にし

アジア、中
ちゅう

央
おう

アジア、北
きた

アフリカに広
ひろ

まる。 

信者
しんじゃ

は(    )曜
よう

日
び

にモスクに行
い

き、 

1日
にち

5回
かい

、整
せい

地
ち

(    )に向
む

けていのりをささげる。 

( イスラム ) 教
きょう

は世
せ

界
かい

で 2番
ばん

目
め

に信者
しんじゃ

が多
おお

く、 

西
にし

アジア、中
ちゅう

央
おう

アジア、北
きた

アフリカに広
ひろ

まる。 

信者
しんじゃ

は( 金
きん

 )曜
よう

日
び

にモスクに行
い

き、 

1日
にち

5回
かい

、整
せい

地
ち

( メッカ )に向
む

けていのりをささげる。 

  

  

  



9 日本の姿 / 時差 
右半分を隠して、(    )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  日
に

本
ほん

の緯
い

度
ど

は、およそ北
ほく

緯
い

(    )度
ど

から(    )度
ど

で、 

アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

や中
ちゅう

国
ごく

などと同
どう

緯
い

度
ど

である。 

日
に

本
ほん

の経
けい

度
ど

は、およそ東経
とうけい

(    )度
ど

から(    )度
ど

で、 

オーストラリアやロシアの東
とう

部
ぶ

などと同
どう

経
けい

度
ど

である。 

日
に

本
ほん

の緯
い

度
ど

は、およそ北
ほく

緯
い

( 20 )度
ど

から( 50 )度
ど

で、 

アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

や中
ちゅう

国
ごく

などと同
どう

緯
い

度
ど

である。 

日
に

本
ほん

の経
けい

度
ど

は、およそ東経
とうけい

( 120 )度
ど

から( 155 )度
ど

で、 

オーストラリアやロシアの東
とう

部
ぶ

などと同
どう

経
けい

度
ど

である。 

  

  

  

  日
に

本
ほん

は(    )大陸
たいりく

の東
ひがし

に位置
い ち

する。 

ロシアからは(    )海
かい

をはさんで 南
みなみ

にある。 

中国
ちゅうごく

からは(    )をはさんで 東
ひがし

にある。 

アメリカからは(    )をはさんで西
にし

にある。 

日
に

本
ほん

は( ユーラシア )大陸
たいりく

の東
ひがし

に位置
い ち

する。 

ロシアからは( オホーツク )海
かい

をはさんで 南
みなみ

にある。 

中国
ちゅうごく

からは( 日
に

本
ほん

海
かい

 )をはさんで 東
ひがし

にある。 

アメリカからは( 太平洋
たいへいよう

 )をはさんで西
にし

にある。 

  

  

  

  世
せ

界
かい

では経線
けいせん

をもとに(    )時
じ

を決
き

めており、 

経
けい

度
ど

(    )度
ど

で 1時
じ

間
かん

の時差
じ さ

になる。 

(    )のグリニッジ天
てん

文台
もんだい

を通
とお

る経線
けいせん

が 0度
ど

で、 

日
に

本
ほん

の基
き

準
じゅん

は兵
ひょう

庫
ご

県
けん

(    )市
し

を通
とお

る経線
けいせん

である。 

世
せ

界
かい

では経線
けいせん

をもとに( 標 準
ひょうじゅん

 )時
じ

を決
き

めており、 

経
けい

度
ど

( 15 )度
ど

で 1時
じ

間
かん

の時差
じ さ

になる。 

( ロンドン )のグリニッジ天
てん

文台
もんだい

を通
とお

る経線
けいせん

が 0度
ど

で、 

日
に

本
ほん

の基
き

準
じゅん

は兵
ひょう

庫
ご

県
けん

( 明
あか

石
し

 )市
し

を通
とお

る経線
けいせん

である。 

  

  

  

  東経
とうけい

135度
ど

の東
とう

京
きょう

と、東経
とうけい

30度
ど

のカイロでは、 

(    )÷(    )＝(    )時
じ

間
かん

の時差
じ さ

がある。 

東
とう

京
きょう

が 4月
がつ

13日
にち

午
ご

前
ぜん

9時
じ

のとき、 

カイロは、4月
がつ

(    )日
にち

(    )時
じ

である。 

東経
とうけい

135度
ど

の東
とう

京
きょう

と、東経
とうけい

30度
ど

のカイロでは、 

( 135－30 )÷( 15 )＝( 7 )時
じ

間
かん

の時差
じ さ

がある。 

東
とう

京
きょう

が 4月
がつ

13日
にち

午
ご

前
ぜん

9時
じ

のとき、 

カイロは、4月
がつ

( 13 )日
にち

( 午
ご

前
ぜん

2 )時
じ

である。 

  

  

  

  東経
とうけい

135度
ど

の東京
とうきょう

と、西経
せいけい

120度
ど

のロサンゼルスでは、 

(    )÷(    )＝(    )時
じ

間
かん

の時差
じ さ

がある。 

東
とう

京
きょう

が 4月
がつ

13日
にち

午
ご

前
ぜん

9時
じ

のとき、 

ロサンゼルスは、4月
がつ

(    )日
にち

(    )時
じ

である。 

東経
とうけい

135度
ど

の東京
とうきょう

と、西経
せいけい

120度
ど

のロサンゼルスでは、 

( 135＋120 )÷( 15 )＝( 17 )時
じ

間
かん

の時差
じ さ

がある。 

東
とう

京
きょう

が 4月
がつ

13日
にち

午
ご

前
ぜん

9時
じ

のとき、 

ロサンゼルスは、4月
がつ

( 12 )日
にち

( 午
ご

後
ご

4 )時
じ

である。 

  

  

  

  1951年
ねん

の(    )平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

によって、 

日
に

本
ほん

の国
こく

土
ど

面積
めんせき

は約
やく

(    )万
まん

km2に限定
げんてい

された。 

一
ひと

つの国
くに

の領土
りょうど

、領海
りょうかい

、領空
りょうくう

を(領域
りょういき

)といい、 

領海
りょうかい

は、海
かい

岸
がん

線
せん

から(    )海
かい

里
り

で約
やく

22.2km である。 

1951年
ねん

の( サンフランシスコ )平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

によって、 

日
に

本
ほん

の国
こく

土
ど

面積
めんせき

は約
やく

( 38 )万
まん

km2に限定
げんてい

された。 

一
ひと

つの国
くに

の領土
りょうど

、領海
りょうかい

、領空
りょうくう

を( 領域
りょういき

 )といい、 

領海
りょうかい

は、海
かい

岸
がん

線
せん

から( 12 )海
かい

里
り

で約
やく

22.2km である。 

  

  

  

  (    )は、海岸
かいがん

線
せん

から(    )海
かい

里
り

以
い

内
ない

で、 

密
みつ

輸
ゆ

や密
みつ

入
にゅう

国
こく

を取
と

り締
し

まる権
けん

利
り

をもつ。 

(    )は、海岸
かいがん

線
せん

から(    )海
かい

里
り

以
い

内
ない

で、 

水
すい

産
さん

資
し

源
げん

や鉱
こう

産
さん

資
し

源
げん

を利
り

用
よう

する権
けん

利
り

をもつ。 

( 接続
せつぞく

水域
すいいき

 )は、海岸
かいがん

線
せん

から( 24 )海
かい

里
り

以
い

内
ない

で、 

密
みつ

輸
ゆ

や密
みつ

入
にゅう

国
こく

を取
と

り締
し

まる権
けん

利
り

をもつ。 

( 排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

 )は、海岸
かいがん

線
せん

から( 200 )海
かい

里
り

以
い

内
ない

で、 

水
すい

産
さん

資
し

源
げん

や鉱
こう

産
さん

資
し

源
げん

を利
り

用
よう

する権
けん

利
り

をもつ。 

  

  

  

  日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の領
りょう

土
ど

である国
くな

後
しり

、択
えと

捉
ろふ

、色
しこ

丹
たん

、歯
はぼ

舞
まい

の 

(    )は、戦
せん

後
ご

、(    )連邦
れんぽう

が占拠
せんきょ

し、 

現在
げんざい

は(    )が占拠
せんきょ

している。 

日
に

本
ほん

は(    )に対
たい

し返
へん

還
かん

を求
もと

めている。 

日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の領
りょう

土
ど

である国
くな

後
しり

、択
えと

捉
ろふ

、色
しこ

丹
たん

、歯
はぼ

舞
まい

の 

( 北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

 )は、戦
せん

後
ご

、( ソビエト )連邦
れんぽう

が占拠
せんきょ

し、 

現在
げんざい

は( ロシア )が占拠
せんきょ

している。 

日
に

本
ほん

は( ロシア )に対
たい

し返
へん

還
かん

を求
もと

めている。 

  

  

  

  日本海
にほんかい

の竹島
たけしま

は日本
に ほ ん

固有
こ ゆ う

の領土
りょうど

だが、 

1952年
ねん

から(    )が不
ふ

法
ほう

に占
せん

拠
きょ

している。 

東
ひがし

シナ海
かい

の尖閣
せんかく

諸島
しょとう

は日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の領
りょう

土
ど

だが、 

1970年
ねん

代
だい

から(    )が領
りょう

有権
ゆうけん

を主張
しゅちょう

している。 

日本海
にほんかい

の竹島
たけしま

は日本
に ほ ん

固有
こ ゆ う

の領土
りょうど

だが、 

1952年
ねん

から( 韓国
かんこく

 )が不
ふ

法
ほう

に占
せん

拠
きょ

している。 

東
ひがし

シナ海
かい

の尖閣
せんかく

諸島
しょとう

は日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の領
りょう

土
ど

だが、 

1970年
ねん

代
だい

から( 中国
ちゅうごく

 )が領
りょう

有権
ゆうけん

を主張
しゅちょう

している。 

  

  

  

  都
と

や府
ふ

は「みやこ」、道
どう

は「地
ち

方
ほう

」という意
い

味
み

があり、 

日
に

本
ほん

には(    )の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

がある。 

8地
ち

方
ほう

区
く

分
ぶん

で分
わ

けると、北海道
ほっかいどう

、東北
とうほく

、(    )、 

中
ちゅう

部
ぶ

、近
きん

畿
き

、中
ちゅう

国
ごく

、四
し

国
こく

、(    )に分
わ

けられる。 

都
と

や府
ふ

は「みやこ」、道
どう

は「地
ち

方
ほう

」という意
い

味
み

があり、 

日
に

本
ほん

には( 47 )の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

がある。 

8地
ち

方
ほう

区
く

分
ぶん

で分
わ

けると、北海道
ほっかいどう

、東北
とうほく

、( 関東
かんとう

 )、 

中
ちゅう

部
ぶ

、近
きん

畿
き

、中
ちゅう

国
ごく

、四
し

国
こく

、( 九
きゅう

州
しゅう

 )に分
わ

けられる。 

  

  

  



20 平安時代 
右半分を隠して、(  )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  794年
ねん

、桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

は、律
りつ

令
りょう

制
せい

を強
きょう

化
か

するため、 

都
みやこ

を京
きょう

都
と

の(    )に移
うつ

した。 

797年
ねん

、(    )を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任
にん

命
めい

し、 

日
に

本
ほん

の北
ほっ

方
ぽう

の蝦
えみ

夷
し

の平
へい

定
てい

にあたらせた。 

794年
ねん

、桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

は、律
りつ

令
りょう

制
せい

を強
きょう

化
か

するため、 

都
みやこ

を京
きょう

都
と

の( 平
へい

安
あん

京
きょう

 )に移
うつ

した。 

797年
ねん

、( 坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

 )を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任
にん

命
めい

し、 

日
に

本
ほん

の北
ほっ

方
ぽう

の蝦
えみ

夷
し

の平
へい

定
てい

にあたらせた。 

  

  

  

  805年
ねん

、(    )が比
ひ

叡
えい

山
ざん

に延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を建
た

て、 

(    )を広
ひろ

めた。 

806年
ねん

、(    )が高
こう

野
や

山
さん

に金
こん

剛
ごう

峰
ぶ

寺
じ

を建
た

て、 

(    )を広
ひろ

めた。 

805年
ねん

、( 最
さい

澄
ちょう

 )が比
ひ

叡
えい

山
ざん

に延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を建
た

て、 

( 天
てん

台
だい

宗
しゅう

 )を広
ひろ

めた。 

806年
ねん

、( 空
くう

海
かい

 )が高
こう

野
や

山
さん

に金
こん

剛
ごう

峰
ぶ

寺
じ

を建
た

て、 

( 真
しん

言
ごん

宗
しゅう

 )を広
ひろ

めた。 

  

  

  

  (    )の提
てい

案
あん

で遣
けん

唐
とう

使
し

が停
てい

止
し

されたため、 

唐
とう

の影
えい

響
きょう

が薄
うす

れ、日
に

本
ほん

独
どく

自
じ

の(    )文
ぶん

化
か

が栄
さか

えた。 

かな文
も

字
じ

が普
ふ

及
きゅう

し、清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

が(    )、 

紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

が(    )を執
しっ

筆
ぴつ

した。 

( 菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

 )の提
てい

案
あん

で遣
けん

唐
とう

使
し

が停
てい

止
し

されたため、 

唐
とう

の影
えい

響
きょう

が薄
うす

れ、日
に

本
ほん

独
どく

自
じ

の( 国
こく

風
ふう

 )文
ぶん

化
か

が栄
さか

えた。 

かな文
も

字
じ

が普
ふ

及
きゅう

し、清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

が( 枕
まくらの

草
そう

子
し

 )、 

紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

が( 源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

 )を執
しっ

筆
ぴつ

した。 

  

  

  

  藤原
ふじわら

氏
し

は、幼
おさな

い天皇
てんのう

の(    )や、成人
せいじん

した天皇
てんのう

の 

(    )として実権
じっけん

を握
にぎ

る摂関
せっかん

政治
せ い じ

を行
おこな

った。 

朝
ちょう

廷
てい

は、935年
ねん

の(    )の反乱
はんらん

と、 

939年
ねん

の(    )の反乱
はんらん

を武士
ぶ し

の力
ちから

で鎮
しず

めた。 

藤原
ふじわら

氏
し

は、幼
おさな

い天皇
てんのう

の( 摂
せっ

政
しょう

 )や、成人
せいじん

した天皇
てんのう

の 

( 関白
かんぱく

 )として実権
じっけん

を握
にぎ

る摂関
せっかん

政治
せ い じ

を行
おこな

った。 

朝
ちょう

廷
てい

は、935年
ねん

の( 平
たいらの

将
まさ

門
かど

 )の反乱
はんらん

と、 

939年
ねん

の( 藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

 )の反乱
はんらん

を武士
ぶ し

の力
ちから

で鎮
しず

めた。 

  

  

  

  1016年
ねん

に摂
せっ

政
しょう

となった(    )と、 

子
こ

の藤
ふじ

原
わらの

頼
より

道
みち

の時
じ

代
だい

が最
もっと

も摂関
せっかん

政治
せ い じ

が盛
さか

んだった。 

貴
き

族
ぞく

が住
す

んでいたのは(    ) 造
づくり

の美
うつく

しい建
たて

物
もの

で、 

藤
ふじ

原
わらの

頼
より

道
みち

が建
た

てた(    )が有名
ゆうめい

である。 

1016年
ねん

に摂
せっ

政
しょう

となった( 藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

 )と、 

子
こ

の藤
ふじ

原
わらの

頼
より

道
みち

の時
じ

代
だい

が最
もっと

も摂関
せっかん

政治
せ い じ

が盛
さか

んだった。 

貴
き

族
ぞく

が住
す

んでいたのは( 寝
しん

殿
でん

 ) 造
づくり

の美
うつく

しい建
たて

物
もの

で、 

藤
ふじ

原
わらの

頼
より

道
みち

が建
た

てた( 平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

 )が有名
ゆうめい

である。 

  

  

  

  1086年
ねん

、次
つぎ

の天皇
てんのう

に位
くらい

をゆずった(    )天
てん

皇
のう

は、 

(    )という立
たち

場
ば

で政
せい

治
じ

の実
じっ

権
けん

を握
にぎ

った。 

院
いん

という御
ご

所
しょ

で政
せい

治
じ

を行
おこな

ったため 

(    )とよばれた。 

1086年
ねん

、次
つぎ

の天皇
てんのう

に位
くらい

をゆずった( 白河
しらかわ

 )天
てん

皇
のう

は、 

( 上
じょう

皇
こう

 )という立
たち

場
ば

で政
せい

治
じ

の実
じっ

権
けん

を握
にぎ

った。 

院
いん

という御
ご

所
しょ

で政
せい

治
じ

を行
おこな

ったため 

( 院政
いんせい

 )とよばれた。 

  

  

  

  1096年
ねん

、聖地
せ い ち

(    )を取
と

り戻
もど

すため、 

ヨーロッパの王
おう

や貴族
き ぞ く

が(    )をつくった。 

遠征
えんせい

は約
やく

(    )年
ねん

続
つづ

き、 

ヨーロッパに(    )文
ぶん

化
か

が取
と

り入
い

れられた。 

1096年
ねん

、聖地
せ い ち

( エルサレム )を取
と

り戻
もど

すため、 

ヨーロッパの王
おう

や貴族
き ぞ く

が( 十
じゅう

字軍
じ ぐ ん

 )をつくった。 

遠征
えんせい

は約
やく

( 200 )年
ねん

続
つづ

き、 

ヨーロッパに( イスラム )文
ぶん

化
か

が取
と

り入
い

れられた。 

  

  

  

  1156年
ねん

、(    )の乱
らん

が起
お

こり、 

上
じょう

皇
こう

と天皇
てんのう

が対立
たいりつ

した。 

平
へい

氏
し

の(    )と源
げん

氏
じ

の(    )が 

天
てん

皇
のう

に味
み

方
かた

し勝
しょう

利
り

した。 

1156年
ねん

、( 保元
ほうげん

 )の乱
らん

が起
お

こり、 

上
じょう

皇
こう

と天皇
てんのう

が対立
たいりつ

した。 

平
へい

氏
し

の( 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

 )と源
げん

氏
じ

の( 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

 )が 

天
てん

皇
のう

に味
み

方
かた

し勝
しょう

利
り

した。 

  

  

  

  平
たいらの

清
きよ

盛
もり

と 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

は政
せい

界
かい

へ進
しん

出
しゅつ

し、 

1159年
ねん

に(    )の乱
らん

で対立
たいりつ

した。 

勝
しょう

利
り

した 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は、政
せい

治
じ

の実権
じっけん

を握
にぎ

り、 

1167年
ねん

、武士
ぶ し

として初
はつ

の(    )となった。 

平
たいらの

清
きよ

盛
もり

と 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

は政
せい

界
かい

へ進
しん

出
しゅつ

し、 

1159年
ねん

に( 平
へい

治
じ

 )の乱
らん

で対立
たいりつ

した。 

勝
しょう

利
り

した 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は、政
せい

治
じ

の実権
じっけん

を握
にぎ

り、 

1167年
ねん

、武士
ぶ し

として初
はつ

の( 太
だい

政
じょう

大臣
だいじん

 )となった。 

  

  

  

  (    )貿易
ぼうえき

のために港
みなと

が整
せい

備
び

され、 

硫
い

黄
おう

・刀
とう

剣
けん

・金
きん

を輸
ゆ

出
しゅつ

し、絹
きぬ

・陶
とう

磁
じ

器
き

を輸
ゆ

入
にゅう

した。 

宋
そう

銭
せん

の輸
ゆ

入
にゅう

により、(    )経
けい

済
ざい

が浸
しん

透
とう

し、 

日
に

本
ほん

の商
しょう

業
ぎょう

が発展
はってん

した。 

( 日
にっ

宋
そう

 )貿易
ぼうえき

のために港
みなと

が整
せい

備
び

され、 

硫
い

黄
おう

・刀
とう

剣
けん

・金
きん

を輸
ゆ

出
しゅつ

し、絹
きぬ

・陶
とう

磁
じ

器
き

を輸
ゆ

入
にゅう

した。 

宋
そう

銭
せん

の輸
ゆ

入
にゅう

により、( 貨
か

幣
へい

 )経
けい

済
ざい

が浸
しん

透
とう

し、 

日
に

本
ほん

の商
しょう

業
ぎょう

が発展
はってん

した。 

  

  

  



33 民主主義の政治 
右半分を隠して、(  )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  ごく小
しょう

数
すう

の人
ひと

がすべての物
もの

事
ごと

を決
き

める政
せい

治
じ

を 

(    )政
せい

治
じ

という。 

多
おお

くの人
ひと

が十
じゅう

分
ぶん

に議
ぎ

論
ろん

して多
た

数
すう

決
けつ

で決
き

める政
せい

治
じ

を 

(    )政
せい

治
じ

という。 

ごく 小
しょう

数
すう

の人
ひと

がすべての物
もの

事
ごと

を決
き

める政
せい

治
じ

を 

( 独
どく

裁
さい

 )政
せい

治
じ

という。 

多
おお

くの人
ひと

が十
じゅう

分
ぶん

に議
ぎ

論
ろん

して多
た

数
すう

決
けつ

で決
き

める政
せい

治
じ

を 

( 民
みん

主
しゅ

 )政
せい

治
じ

という。 

  

  

  

  (    )制
せい

では、候
こう

補
ほ

者
しゃ

の名
な

前
まえ

で投
とう

票
ひょう

し、 

一
ひと

つの選
せん

挙
きょ

区
く

から一
ひと

人
り

の議
ぎ

員
いん

を選
せん

出
しゅつ

する。 

(    )制
せい

では、政
せい

党
とう

の名
な

前
まえ

で投
とう

票
ひょう

し、 

得
とく

票
ひょう

数
すう

に応
おう

じて政
せい

党
とう

に議
ぎ

席
せき

を分
ぶん

配
ぱい

する。 

( 小
しょう

選
せん

挙
きょ

区
く

 )制
せい

では、候
こう

補
ほ

者
しゃ

の名
な

前
まえ

で投
とう

票
ひょう

し、 

一
ひと

つの選
せん

挙
きょ

区
く

から一
ひと

人
り

の議
ぎ

員
いん

を選
せん

出
しゅつ

する。 

( 比
ひ

例
れい

代
だい

表
ひょう

 )制
せい

では、政
せい

党
とう

の名
な

前
まえ

で投
とう

票
ひょう

し、 

得
とく

票
ひょう

数
すう

に応
おう

じて政
せい

党
とう

に議
ぎ

席
せき

を分
ぶん

配
ぱい

する。 

  

  

  

  政
せい

権
けん

をになう政
せい

党
とう

を(    )、 

政
せい

権
けん

を批
ひ

判
はん

・監
かん

視
し

する政
せい

党
とう

を(    )という。 

二
ふた

つの大
おお

きな政
せい

党
とう

が競
きそ

う政
せい

治
じ

を(    )制
せい

、 

三
みっ

つ以
い

上
じょう

の政
せい

党
とう

が競
きそ

う政
せい

治
じ

を(    )制
せい

という。 

政
せい

権
けん

をになう政
せい

党
とう

を( 与
よ

党
とう

 )、 

政
せい

権
けん

を批
ひ

判
はん

・監
かん

視
し

する政
せい

党
とう

を( 野
や

党
とう

 )という。 

二
ふた

つの大
おお

きな政
せい

党
とう

が競
きそ

う政
せい

治
じ

を( 二
に

党
とう

 )制
せい

、 

三
みっ

つ以
い

上
じょう

の政
せい

党
とう

が競
きそ

う政
せい

治
じ

を( 多
た

党
とう

 )制
せい

という。 

  

  

  

  政
せい

治
じ

や社
しゃ

会
かい

に対
たい

する多
おお

くの人
ひと

の共
きょう

通
つう

の意
い

見
けん

を 

(    )といい、政
せい

治
じ

を動
うご

かす原
げん

動
どう

力
りょく

になる。 

新
しん

聞
ぶん

やテレビなどを(    )といい、 

大
おお

きな影
えい

響
きょう

力
りょく

をもつので公
こう

平
へい

性
せい

が求
もと

められる。 

政
せい

治
じ

や社
しゃ

会
かい

に対
たい

する多
おお

くの人
ひと

の共
きょう

通
つう

の意
い

見
けん

を 

( 世
よ

論
ろん

 )といい、政
せい

治
じ

を動
うご

かす原
げん

動
どう

力
りょく

になる。 

新
しん

聞
ぶん

やテレビなどを( マスメディア )といい、 

大
おお

きな影
えい

響
きょう

力
りょく

をもつので公
こう

平
へい

性
せい

が求
もと

められる。 

  

  

  

  国会
こっかい

には、通
つう

常
じょう

国
こっ

会
かい

、臨
りん

時
じ

国
こっ

会
かい

、特
とく

別
べつ

国
こっ

会
かい

があり、 

(    )で選
えら

ばれた議
ぎ

員
いん

で組
そ

織
しき

されている。 

国会
こっかい

は、内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

の指
し

名
めい

、新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

の制
せい

定
てい

、 

不
ふ

適
てき

任
にん

な裁
さい

判
ばん

官
かん

に対
たい

する(    )裁
さい

判
ばん

などを行
おこな

う。 

国会
こっかい

には、通
つう

常
じょう

国
こっ

会
かい

、臨
りん

時
じ

国
こっ

会
かい

、特
とく

別
べつ

国
こっ

会
かい

があり、 

( 選
せん

挙
きょ

 )で選
えら

ばれた議
ぎ

員
いん

で組
そ

織
しき

されている。 

国会
こっかい

は、内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

の指
し

名
めい

、新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

の制
せい

定
てい

、 

不
ふ

適
てき

任
にん

な裁
さい

判
ばん

官
かん

に対
たい

する( 弾
だん

劾
がい

 )裁
さい

判
ばん

などを行
おこな

う。 

  

  

  

  国
こっ

会
かい

は、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

からなる(    )制
せい

で、 

審
しん

議
ぎ

や決
けっ

定
てい

を慎
しん

重
ちょう

に行
おこな

えるが、時
じ

間
かん

がかかる。 

内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

の指
し

名
めい

や予
よ

算
さん

の議
ぎ

決
けつ

などで、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の 

権
けん

限
げん

が強
つよ

いことを(    )という。 

国
こっ

会
かい

は、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

からなる( 二
に

院
いん

 )制
せい

で、 

審
しん

議
ぎ

や決
けっ

定
てい

を慎
しん

重
ちょう

に行
おこな

えるが、時
じ

間
かん

がかかる。 

内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

の指
し

名
めい

や予
よ

算
さん

の議
ぎ

決
けつ

などで、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の 

権
けん

限
げん

が強
つよ

いことを( 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の優
ゆう

越
えつ

 )という。 

  

  

  

  国
こっ

会
かい

の会
かい

期
き

中
ちゅう

逮
たい

捕
ほ

されない(    )など、 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

にはさまざまな特
とっ

権
けん

がある。 

議
ぎ

員
いん

が提
てい

出
しゅつ

し成
せい

立
りつ

した法
ほう

案
あん

を(    )といい、 

成
せい

立
りつ

する法
ほう

案
あん

の大
たい

半
はん

は(    )から提
てい

出
しゅつ

される。 

国
こっ

会
かい

の会
かい

期
き

中
ちゅう

逮
たい

捕
ほ

されない( 不
ふ

逮
たい

捕
ほ

特
とっ

権
けん

 )など、 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

にはさまざまな特
とっ

権
けん

がある。 

議
ぎ

員
いん

が提
てい

出
しゅつ

し成
せい

立
りつ

した法
ほう

案
あん

を( 議
ぎ

員
いん

立
りっ

法
ぽう

 )といい、 

成
せい

立
りつ

する法
ほう

案
あん

の大
たい

半
はん

は( 内
ない

閣
かく

 )から提
てい

出
しゅつ

される。 

  

  

  

  法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

に基
もと

づいた国
くに

の仕
し

事
ごと

を(    )といい、 

仕
し

事
ごと

全
ぜん

体
たい

を指
し

揮
き

するのが内
ない

閣
かく

である。 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

が(    )案
あん

を提
てい

出
しゅつ

し可
か

決
けつ

されると、 

内
ない

閣
かく

は総
そう

辞
じ

職
しょく

するか、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

を解
かい

散
さん

せばならない。 

法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

に基
もと

づいた国
くに

の仕
し

事
ごと

を( 行
ぎょう

政
せい

 )といい、 

仕
し

事
ごと

全
ぜん

体
たい

を指
し

揮
き

するのが内
ない

閣
かく

である。 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

が( 内
ない

閣
かく

不
ふ

信
しん

任
にん

 )案
あん

を提
てい

出
しゅつ

し可
か

決
けつ

されると、 

内
ない

閣
かく

は総
そう

辞
じ

職
しょく

するか、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

を解
かい

散
さん

せばならない。 

  

  

  

  すべての大
だい

臣
じん

が出
しゅっ

席
せき

する会
かい

議
ぎ

を(    )といい、 

内
ない

閣
かく

のさまざまな重
じゅう

要
よう

方
ほう

針
しん

を決
けっ

定
てい

する。 

各
かく

行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

の仕
し

事
ごと

で、国
くに

で働
はたら

く人
ひと

を(    )、 

地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

で働
はたら

く人
ひと

を(    )という。 

すべての大
だい

臣
じん

が出
しゅっ

席
せき

する会
かい

議
ぎ

を( 閣
かく

議
ぎ

 )といい、 

内
ない

閣
かく

のさまざまな重
じゅう

要
よう

方
ほう

針
しん

を決
けっ

定
てい

する。 

各
かく

行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

の仕
し

事
ごと

で、国
くに

で働
はたら

く人
ひと

を( 国
こっ

家
か

公
こう

務
む

員
いん

 )、 

地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

で働
はたら

く人
ひと

を( 地
ち

方
ほう

公
こう

務
む

員
いん

 )という。 

  

  

  

  行
ぎょう

政
せい

の仕
し

事
ごと

を整
せい

理
り

・縮
しゅく

小
しょう

する(    )が、 

1980年
ねん

代
だい

から行
おこな

われている。 

サービスの質
しつ

を高
たか

めるため、あまり必
ひつ

要
よう

のない規
き

制
せい

を 

なくすことを(    )という。 

行
ぎょう

政
せい

の仕
し

事
ごと

を整
せい

理
り

・縮
しゅく

小
しょう

する( 行政
ぎょうせい

改革
かいかく

 )が、 

1980年
ねん

代
だい

から行
おこな

われている。 

サービスの質
しつ

を高
たか

めるため、あまり必
ひつ

要
よう

のない規
き

制
せい

を 

なくすことを( 規
き

制
せい

緩
かん

和
わ

 )という。 

  

  

  



 


